





は じ め に

















わけ，猟犬を用いて騎馬でシカやイノシシなどの狩猟獣を追跡する «vénerie»／«chasse à 
courre» と呼ばれる狩猟と，タカやハヤブサなどの猛禽類を使って行う鷹狩り «fauconnerie»／
«chasse au vol» は高貴な狩猟と見なされ，王侯貴族の間で盛んに行われた。こうした貴族的な
狩猟文化が，当時の貴族的な書物文化（さまざまな知識や技術を俗語で記した豪華彩色写本の
制作や蒐集）と結びつき，数多くの狩猟書が登場した。西欧中世の狩猟書の歴史や研究動向に
ついては以下の著作が詳しい。SMETS, A. et B. VAN DEN ABEELE（以下 VDA と略記）, ʟａ　
ʟｉｔｔéｒａｔｕｒｅ　ｃｙｎéɡéｔｉｑｕｅ, Brepols, 1996 （Typologie des sources du Moyen Âge occidental, fasc. 75） ; 
ead., «Manuscrits et traités de chasse français du Moyen Âge. Recensement et perspectives de 
recherche», ʀｏⅿａｎｉａ, 116, 1998, p. 318（以下 «Manuscrits et traités de chasse français du 
Moyen Âge» と略記） ; VDA, «Medieval Latin and vernacular treatises on falconry （11th-16th 
c.）: tradition, contents, and historical interest», ʀａｐｔｏｒ　 ａｎｄ　ʰｕⅿａｎ　 ：　 ｆａˡｃｏｎｒｙ　 ａｎｄ　ｂｉｒｄ　
ｓｙⅿｂｏˡｉｓⅿ　ｔʰｒｏｕɡʰｏｕｔ　ｔʰｅ　ⅿｉˡˡｅｎｎｉａ　ｏｎ　ａ　ɡˡｏｂａˡ　ｓｃａˡｅ　；　ｐｕｂˡｉｃａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｃｏｎｓｉｄｅｒａｂˡｅ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｏｆ　
ｔʰｅ　ʷｏｒｋｓʰｏｐ　ａｔ　 ｔʰｅ　Ｃｅｎｔｒｅ　 ｆｏｒ　ʙａˡｔｉｃ　ａｎｄ　Ｓｃａｎｄｉｎａｖｉａｎ　Ａｒｃʰａｅｏˡｏɡｙ　（ＺʙＳＡ）　ｉｎ　Ｓｃʰˡｅｓʷｉɡ︐　



































3 ）　PITARD, C. dir., ʜｉｓｔｏｉｒｅ　ｄｅ　ˡａ　Ｓａｖｏｉｅ　ｅｔ　ｄｅ　ｓｅｓ　éｔａｔｓ, Yoran, 2016, p. 282系図参照。
4 ）　ɪｂｉｄ．, p. 199. 支配領域の地域言語として，フランコ・プロヴァンス語，オック（プロヴァン
ス）語，ピエモンテ語，ヴァリス語などが挙げられる。
5 ）　たとえば BNF fr. 25547, ff. 162－199に収録されたアルドゥアン・ド・フォンテーヌ＝ゲラン
『狩猟法典』。






犬の書』（原題 ʟｉｖｒｅ　ｄｅ　ˡａ　ｆａｕˡｃｏｎｎｅｒｉｅ　ｅｔ　ｄｅｓ　ｃʰｉｅｎｓ　ｄｅ　ｃʰａｓｓｅ． リヨン版の題名は ʟｉｖｒｅ　ｄｅ　



















ある〔資料 ₂ ， ₃ 〕。⑴はタルディフの狩猟書のみ収録され，綴りや文章の一部に若干の異
同が見られるものの，初版とほぼ内容は同一である。これに対して，⑵は初版の後半部分に
7 ）　トリノ本の版本では，16世紀初めのフランスの版本に見られるゴシック・バスタルダ体が用
いられている。Ref. BADDELEY, S., «Lʼorthographe de la première moitié du XVIe siècle : 
variation et changement», ʟʼɪｎｆｏｒⅿａｔｉｏｎ　ɢｒａⅿⅿａｔｉｃａˡｅ, 74, 1997. p. 24－25, 30. 写本の書体は16
世紀の «Bastard secretary hand» の特徴を持つ。Ref. BEAUCHESNE, J. de et J. BAILDON, Ａ　
ʙｏｏｋｅ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎɡ　ｄｉｖｅｒｓ　ｓｏｒｔｅｓ　ｏｆ　ʰａｎｄｓ, Richard Field, 1602.
8 ）　本稿 ₁ ⑵は，頼，2010，第 ₃ 章第 ₂ 節 ₄ の未発表部分を大幅に改稿したものである。




図書館報』第31巻第 ₄ 号， ₄ － ₅ 頁。
11）　写本の成立時期については頼，2018，71および73－74頁参照。なお，資料 ₁ － ₆ の作成にあ
たっては，おもに次のサイトおよび文献を参照した。«Les Archives de littérature du Moyen 
Âge （ARLIMA）», https://www.arlima.net/（2020/10/31取得）; TARDIF, G., JULIEN, E. éd., 
ʟｅ　ˡｉｖｒｅ　ｄｅ　ˡʼａｒｔ　ｄｅ　ｆａｕˡｃｏｎｎｅｒｉｅ　ｅｔ　ｄｅｓ　ｃʰｉｅｎｓ　ｄｅ　ｃʰａｓｓｅ, Slatkine rep., 1980（以下 ʟｅ　ˡｉｖｒｅ　ｄｅ　
















著者ギョーム・タルディフ（c1436－c1494）13）は，ル ＝ ピュイ ＝ アン ＝ ヴレ出身の平民身












13）　G・タルディフの生涯と経歴については以下を参照されたい。ROCHER, Ch. éd., «ʟｅｓ　ａｐｏˡｏɡｕｅｓ≳　
ｄｅ　ʟａｕｒｅｎｔ　Ｖａˡˡａ　ｔｒａｎｓˡａｔéｓ　ｄｕ　ˡａｔｉｎ　ｅｎ　ｆｒａｎçｏｉｓ　ｅｔ　ｓｕｉｖｉｓ　ｄｅｓ　Ｄｉｔｓ　Ｍｏｒａｕｘ　ｐａｒ　ɢｕｉˡˡａｕⅿｅ　Ｔａｒｄｉｆ　
ｄｕ　Ｐｕｙ︲ｅｎ︲Ｖｅˡａｙ︐　Ｐｒｏｆｅｓｓｅｕｒ　ａｕ　Ｃｏˡˡèɡｅ　ｄｅ　ɴａｖａｒｒｅ︐　Ｍａｉｓｔｒｅ︲ˡｉｓｅｕｒ　ｄｕ　ʀｏｙ　Ｃʰａｒˡｅｓ　ʰｕｉｃｔｉｅｓⅿｅ　
ｄｅ　ｃｅ　ｎｏⅿ, Marchessou, 1876, p. 9－53 ; ʟｅ　ˡｉｖｒｅ　ｄｅ　ˡʼａｒｔ　ｄｅ　ｆａｕˡｃｏｎｎｅｒｉｅ, p.I-XXXII ; CLAUDIN, 
A., ʜｉｓｔｏｉｒｅ　ｄｅ　ˡʼｉⅿｐｒｉⅿｅｒｉｅ　ｅｎ　Ｆｒａｎｃｅ　ａｕ　ＸＶｅ　ｅｔ　ａｕ　ＸＶɪｅ　ｓｉèｃˡｅ, T. I et II, Nendeln : 1971－
1976 ; RUELLE, P., ʟｅｓ　≲Ａｐｏˡｏɡｕｅｓ≳　ｄｅ　ɢｕｉˡˡａｕⅿｅ　Ｔａｒｄｉｆ　ｅｔ　ˡｅｓ　≲Ｆａｃｅｔｉａｅ　ⅿｏｒａˡｅｓ≳　ｄｅ　ʟａｕｒｅｎｔ　
Ｖａˡˡａ, Genève-Paris, 1986 （Textes et études ‒ Domaine français 10, p. 11－15 ; BELTRAN, E., 
«Lʼhumaniste Guillaume Tardif», ʙｉｂˡｉｏｔʰèｑｕｅ　 ｄʼʜｕⅿａｎｉｓｔｅ　 ｅｔ　ʀｅｎａｉｓｓａｎｃｅ︐　 ｔｒａｖａｕｘ　 ｅｔ　
ｄｏｃｕⅿｅｎｔｓ, T. XLVIII, no1, Genève, 1986, p. 7－24 ; TARDIF, G., ʟｅｓ　Ｆａｃéｃｉｅｓ　 ｄｅ　Ｐｏɡｅ︐　
ｔｒａｄｕｃｔｉｏｎ　ｄｕ　ʟｉｂｅｒ　 ｆａｃｅｔｉａｒｕⅿ　ｄｅ　Ｐｏɡɡｉｏ　ʙｒａｃｃʰｉｏˡｉｎｉ, éd. par F. DUVAL et S. HERICHE-
TRADEAU, Droz, 2003, p. 7－9.


























続く『鷹狩り術の書』第 ₁ 部（全46章）では，鳥類学（第 ₁ － ₉ 章），猛禽類（猟鳥）の
食餌・衛生管理（第12－30，32，34，43－46章），そして飼い馴らし方（第10－11，31，33，
35－42章）が扱われている。猛禽類は，ワシ，タカ，オオタカの三つに分類され，それぞれ





ある。Ref. ʟｅ　ˡｉｖｒｅ　ｄｅ　ˡʼａｒｔ　ｄｅ　ｆａｕˡｃｏｎｎｅｒｉｅ, p. 2 ; «Manuscrits et traités de chasse français du 

























































系統図も確立されていないが，⑴15世紀の ₃ 点の写本と⑵16世紀第 ₁ 四半期に南仏のヴァン
サン・フィリポン工房で制作された ₃ 点の写本の系統に連なる写本・版本の二つのグループ








18）　SMETS, A., «Jean de Francières, Artelouche de Alagona et leurs collègues : pour une étude 
des traités de fauconnerie français du XVe siècle», Ｍéⅿｏｉｒｅ　ｅｎ　 ｔｅⅿｐｓ　ａｄｖｅｎｉｒ．　ʜｏⅿⅿａɡｅ　à　
Ｔʰｅｏ　Ｖｅｎｃｋｅˡｅｅｒ, éd. A. VANNESTE ｅｔ　ａˡｓ., Peeters （Orbis. Supplementa, 22）, 2003, p. 301－
312 ; ead., «The Falconry Treatise by Artelouche de Alagona», Ｔｉｅｒｅ　ｕｎｄ　Ｆａｂｅˡʷｅｓｅｎ　 ｉⅿ　
Ｍｉｔｔｅˡａˡｔｅｒ, éd. S. OBERMAYER, De Gruyter, 2009.
19）　以下，フィリポン写本と略記。15世紀の写本は，フィリポン写本群に見られる鳥類学の項目
が欠落しているほか，項目の順番も著しく異なっている。フィリポン写本の系譜に属する版本は，













したルネ ₁ 世が，1442年にアラゴン王アルフォンソ ₅ 世に敗れて撤退する際にアラゴーナも
一族と共に同行し，プロヴァンス伯領メラルグの領主となった。現存する15世紀の写本〔資
















21）　SMETS, «The Falconry Treatise by Artelouche de Alagona», p. 56－57.







書館のサヴォワ家旧蔵書の目録については以下のサイトを参照されたい。 «La Biblioteca Antica | 

















いて図入りで説明が行われている。筆者が参照した ₃ 点のフィリポン写本のうち， ₂ 点〔資
料 ₄ －⑤，⑦〕において，鳥の焼灼療法の図版が欠落し，テクストの一部も不明となってい
るが〔資料 ₆ ・項目44〕，トリノ写本にはファーブルが描き写した図版が残されており（f. 
29r），数少ない完本となっている24）。
また，トリノ写本には，フィリポン写本には無い情報があらたに挿入されている。まず項










24）　鳥の焼灼療法図については，資料 ₄ －⑥に記載したイェール大学所蔵 ms. 667のサイトを参照
されたい。この写本は f. 1が欠落しており，フランス国立図書館所蔵 ms. 2005のファクシミリ版
が挿入されている。Ref .  «YALE UNIVERSITY BEINECKE RARE BOOK AND 























































































⑥同667, f. 1r－50v, 1504 ●
　https://brbl-dl.library.yale.edu/vufind/Record/3446536
⑦フランス国立図書館，fr. 2005，1509 ●
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